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クラウド・コンピューティング（以下“クラウド”という。）

が情報処理のパラダイムを変えようとしている。おそらく

これに異を唱える人はほとんどいないだろう。しかし，ク

ラウドを支える技術の重要性については意見が分かれる。

ITのコモディティ化の進展によって，技術はもはや重要で

はないという専門家がいる。例えば，次のような主張である。

ハードウェアは完全にコモディティ化しており，数万円

で十分パワーのあるIAサーバを手に入れることができる。

必要があれば，低コストでハードディスクやメモリを増強

することも可能だ。こうしたマシンを何台か調達し，この

上にLinux（注1）とXen（注2）をインストールすれば仮想化環境

が整う。さらにEucalyptus（注3）やHadoopなどを必要に応じ

て組み込めばクラウド環境を構築できる。こうして個人で

も簡単かつ安価にクラウド環境を構築できるのだから，

IT系企業であればどこの企業でも，より大規模で高性能

なクラウド環境を容易に構築できるだろう。したがって，

クラウドはもはや技術の問題ではない。

この主張は正しいのだろうか。たしかに，個人でもある

程度の知識とスキルがあれば，それなりのクラウド環境を

構築することはできるし，企業であればより大規模なクラ

ウド環境を構築できる。しかし，こうしたクラウド環境を

企業向けのサービスの基盤として提供できるのか，あるい

は，ビジネスとして利益を生み出す事業にすることができ

るのかとなると，これは別の問題である。

企業ユーザーがクラウドを利用するにあたって，最も懸

念する問題は，クラウドの情報セキュリティと信頼性であ

る。ネットのあちら側にあるデータは安全なのか，なりす

ましや不正アクセス，盗聴による漏えいや改竄（かいざん）

のおそれはないのか，サーバやネットワークの不具合によ

ってサービスが中断されるのではないか等々。

クラウドに蓄積する情報の種類や重要性によって，ある

いはクラウド上で処理する業務によって，求められる情報

セキュリティや信頼性のレベルは異なるだろうが，個人が

簡単かつ容易に構築できるクラウド環境では，こうした企

業のニーズを満たすことは難しいだろう。高度な情報セキ

ュリティ技術と情報システムの運用技術がなければ，企業

ユーザーが要求するセキュリティと信頼性は実現できない。

もう１つは，数多くの企業が参入しつつあるクラウド市

場で，競争優位を獲得できるのかという問題である。他社

のサービスにはない特長や機能・性能を備えたクラウドを

構築するという戦略をとる場合でも，他社よりコスト・パ

フォーマンスに優れたサービスを提供するという戦略をと

る場合でも，それを支える重要な要素は技術である。

例えば，ユーザーからみたクラウドの最大の魅力は，情

報システムの調達，開発，運用に必要なコストが，オンプ

レミスの情報システムと比べて極めて安価なことにある。

この低コスト実現のキーワードが“規模の経済”（注4）であり，

それを生み出しているのも技術である。

無償で利用できるOSSで実現できる仮想化も規模の経済

を実現する一要素であるが，それだけではまったく不十分

である。例えばSaaS（Software as a Service）の場合，１つ

のインスタンスで複数のユーザーにサービスを提供できる

マルチテナント方式の採用が規模の経済を生み出す。ユー

ザーごとに異なったインスタンスを割り当てるシングルテ

ナント方式に比べて，マルチテナント方式の方が保守運用

コストは圧倒的に小さい。ソースコードを修正することな

くカスタマイズできる仕組みがあれば，管理するソースコー

ドは１つで済み，保守管理が圧倒的に容易になる。これも高

度な技術がなければ実現できない。

クラウドではデータセンターを効率よく管理運用する必

要がある。大量のコンピューティング・リソースを集中管

理することによって，サーバ１台あたりの運用管理コスト

を下げることができるが，これも優れた自動管理システム

がなければ実現できない。最先端の巨大なデータセンター

では一人で数千台のサーバを管理しているが，単にサーバ

やネットワークの障害を監視するだけではなく，障害の未

然防止，自動復旧やリソースの最適管理を行う技術がなけ

れば，これは実現できない。

以上のように，企業向けクラウドでは，高いセキュリテ

ィと信頼性，効率のよい運用管理を実現するために高度な

技術が不可欠であり，今後一層の技術発展を期待したい。
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（注１） Linuxは，Linus Torvalds氏の登録商標である。
（注２） Xenは，Citrix Systems, Inc. の登録商標である。
（注３） Eucalyptusは，Eucalyptus System, Inc. の登録商標である。
（注４） 生産量や販売量の増加に伴って平均費用が低下し，その結

果として利益率が高まること。規模に関する費用逓減（収穫
逓増）とも言う。
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